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DuMA ニュースレター                                  2020年６月２２日 

養老断層系で地震 

 ６月１７日、岐阜県で最大震度 4 を記録する地震がありました。この地震の震源は岐阜県美濃中西部

で、震源の深さは約 10km、地震の規模(マグニチュード)は 4.4 という大きさでした。 

この地震は中部日本を走る養老断層系（養老ー桑名ー四日市断層帯）で発生したと考えられます。こ

の地震をなぜこのニュースレターで特別に取り上げるのか、その理由は、実は養老断層系は A 級の活

断層で、最大でマグニチュード８の地震を発生する能力があるとされているからです（政府・地震調査研

究推進本部による）。 

もちろん、M８クラスの地震が発生するのは、その再来間隔からまだ数百年先と思われますが、ひと回り

小さい熊本地震ないし阪神大震災クラス（M７クラス）はいつ発生してもおかしくない状況です。 

 この６月１７日の震源位置は、気象庁が観測を開始して以降（１９２３年以降）、初めてこの位置で発生

したマグニチュード４以上の地震でした。それ以外では６月１７日の地震の南東側で１９９８年にマグニチ

ュード５．５の地震が発生した事がありました。 

 養老断層の重要性はその位置が中部地方と近畿地方との交通の要衝に位置している事です。今後も 

DuMAでは監視を続けていきたいと思います。 

 

 6 月１７日の地震と 1998 年の地震の位置関係。左下の地図は政府・地震調査研究推進本部による断層帯の位置 
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日本およびその周辺の広域地下天気図® 

今週は５月１８日のニュースレターに続き、現在の気象庁の観測網で解析できる最大範囲の領域の

解析です。主にマグニチュード７以上の地震を対象とした解析です。 

今週お示しするのは６月１９日時点の L タイプ地下天気図です。M タイプもほとんど同様の地下天気

図となっています。５月１８日のニュースレターで顕著であった紀伊半島南の海溝軸付近の異常が消え

たのが最も大きな変化です。 

 

それ以外では、北海道北方の異常はまだ継続している状況で

す。先週の６月１５日のニュースレターでは中部・近畿・中国・四

国地方の地下天気図で M タイプでも L タイプでも近畿地方中

部から紀伊半島にかけての異常が消失したとお伝えしました

が、今週号では兵庫県を中心とした静穏化の異常が残ってい

ます。この違いは、実は解析対象期間が違っているためです。

中部・近畿・中国・四国地方は 2011年の東日本大震災の影響

が少ないため、2001年からの地震データを解析に使用してい

ますが、この日本全体の広域の解析では 2012年以降のデー

タを使っています。ここが大きな違いで、結果として地下天気図

の違いとなって現れているのです。 
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最新のダッシュボード 

現在の地下天気図の異常をまとめてみました。 

 

なお表の中のアルファベットは、DuMAのウエブサイトで公表しております

ダッシュボードの地図と対応するニュースレターの号を示しています。 

https://www.duma.co.jp/post/dumadashbord 
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